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第 67号 平成 2�年 �0月　（2）

る
恒
例
の
国
有
林
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
来
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
、
諏
訪

大
社
式
年
造
営
御
柱
大
祭
に
使
用
さ
れ
る
御
柱

を
伐
採
し
て
あ
る
南
信
署
管
内
の
東
俣
国
有
林

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
俣
国
有
林
は
、
古
く
か
ら
御
柱
祭
の
モ
ミ

用
材
を
供
給
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
四

年
に
地
域
伝
統
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
「
御
柱
の
森
」
を
設
定
し
て
い
る
所

で
す
。

　

徒
歩
約
二
十
分
で
春
宮
一
の
御
柱
伐
採
箇
所

に
到
着
す
る
と
直
径
約
一
㍍
、
長
さ
十
七
㍍
に

採
材
さ
れ
た
柱
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
初
め
て

見
る
大
木
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　

現
地
で
は
、
金
井
下
諏
訪
首
席
森
林
官
か
ら

御
柱
の
伐
採
ま
で
の
経
緯
と
バ
ー
ク
ガ
ー
ド
の

設
置
や
ワ
ナ
捕
獲
な
ど
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

 

［
広
報
］
九
月
二
十
六
日
、
長
野
朝
日
放
送
の

七
時
間
ま
る
ご
と
自
然
派
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
み
つ

め
て
！
信
州
生
テ
レ
ビ
２
０
０
９
」
が
放
送

さ
れ
、
北
信
署
戸
隠
森
林
事
務
所
の
松
井
森

林
官
が
生
中
継
で
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　

長
野
朝
日
放
送
は
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
毎

年
七
時
間
番
組
を
放
送
し
て
お
り
、
今
ま
で

も
国
有
林
と
し
て
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
戸
隠
（
長
野
市
戸
隠
）
の
鏡
池
を

メ
イ
ン
会
場
に
各
地
四
箇
所
を
中
継
し
て
の

番
組
を
計
画
し
、
春
か
ら
中
部
局
に
協
力
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
部
局
は
、
番
組
内
で
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
こ
と
か
ら
番
組
制
作
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
戸
隠
を
管
理
す
る
松
井
森
林
官

と
環
境
省
丸
ノ
内
自
然
保
護
官
が
共
に
女
性
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
か
ら
見
た
森
林
・
自
然

の
保
護
管
理
に
つ
い
て
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

の
滝
沢
沙
織
さ
ん
（
女
優
）
と
青
池
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
四
名
が
自
然
の
保
護
管
理
に
つ
い
て
対

談
し
た
様
子
を
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
こ
の
他
に
、
有
井
広
報
主
任
官
が

平
澤
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
希
少
種
の
ト
ガ
ク
シ

シ
ョ
ウ
マ
を
探
す
様
子
や
、
滝
沢
沙
織
さ
ん
に

戸
隠
の
自
然
を
説
明
す
る
様
子
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
写
真
家
の
海
野
和
男
さ
ん
や
作
家
の

井
出
孫
六
さ
ん
、
番
組
中
に
戸
隠
山
登
山
を
し

た
歌
手
の
三
四
六
さ
ん
、
水
路
を
担
当
し
た
俳

優
の
中
本
賢
さ
ん
他
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
番
組
は
、
七
時
間
と
長
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
前
記
以
外
に
も
植
物
、
昆
虫
、

希
少
種
等
に
つ
い
て
中
部
局
が
関
わ
り
を
持
っ

た
番
組
と
な
り
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
、
希
少
種
の

保
護
、
登
山
・
自
然
観
察
の
マ
ナ
ー
等
に
つ
い

て
啓
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

番
組
終
了
後
、
長
野
朝
日
放
送
か
ら
、
御
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

 

［
広
報
］
九
月
二
十
九
日
、
金
曜
会
（
長
野
県

内
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
責
任
者
の
会
）
に
よ

メインキャスターの滝沢さんと松井森林官

御柱の前で記念写真

マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た

　
　
　
　

国
有
林
Ｐ
Ｒ
と
研
修

の
実
施
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
で
諏
訪
大

社
・
御
柱
の
由
来
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
伝
統
文
化
へ
の
貢
献

な
ど
国
有
林
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
も
来
年
の
御
柱
の
対

応
に
つ
い
て
参
考
と
な
っ
た
よ
う
で
、
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
九
月
八
日
に
、
南
信
署
と
伊
那
谷

総
合
治
山
事
業
所
職
員
を
対
象
に
職
場
内
研
修

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ シカワナ設置の実演

森
林
官
、テ
レ
ビ
生
中
継
で

　
　
　
　
　
　

国
有
林
を
Ｐ
Ｒ

金
曜
会
の
国
有
林
視
察

―
長
野
県
内
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
長
―

　
　
　
　
　

御
柱
の
生
産
地
を
視
察

説
明
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て

　
　
　

   

職
場
内
研
修
を
開
催
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て
い
る
「
希
少
種
は
い
ま
」
の
執
筆
担
当
者
、

同
社
の
編
集
委
員
の
増
田
今
雄
氏
を
迎
え
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
資
料
の
作
成
手
法
に
関
す
る

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、
①
写
真
の
撮
り
方
（
カ
メ
ラ

の
構
え
方
、
ア
ン
グ
ル
の
重
要
性
、
テ
ー
マ
を

分
か
っ
て
も
ら
う
工
夫
）
②
説
明
文
の
書
き
方

（
５
Ｗ
１
Ｈ
で
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
、
見
出
し
・

リ
ー
ド
・
本
文
の
注
意
点
、
起
承
転
結
と
段
落

の
流
れ
）
③
新
聞
記
者
の
取
材
テ
ク
ニ
ッ
ク

（
十
取
材
し
て
書
く
に
は
二
、三
が
原
則
）
等
に

つ
い
て
、
永
年
新
聞
記
者
と
し
て
数
多
く
の
記

事
作
成
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
談
や
実
例
を
交

え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
と
と
も
に
、「
中
部
の
森
林
」
に
掲

載
さ
れ
た
南
信
署
の
記
事
に
つ
い
て
、
良
い
と

こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
の
指
導
も
受
け
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
に
携
わ
る
現
役
の
記
者
か
ら
こ
の

よ
う
な
話
を
聞
け
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
く
、

特
に
、
南
信
署
の
記
事
に
つ
い
て
の
指
摘
に
つ

い
て
は
、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
え
る
こ
と
が
多

く
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
管

理
経
営
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、
国
民
の
視

点
に
立
っ
た
事
業
の
実
行
と
と
も
に
そ
の
成
果

の
効
果
的
な
説
明
・
Ｐ
Ｒ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
職
員
一
人
一

人
が
各
種
説
明
資
料
の
作
成
や
マ
ス
コ
ミ
へ
の

情
報
提
供
等
に
活
か
し
、
国
民
の
幅
広
い
理
解

と
支
援
を
得
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
八
月
二
十
一
日
、
南
木
曽
会

館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
南
木
曽
町
と
当
支
署

と
の
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
木
曽
町
長
を
は
じ
め
南
木
曽
町

関
係
者
十
三
名
、
当
支
署
か
ら
は
支
署
長
他
十

名
の
職
員
が
参
加
し
て
の
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
双
方
か
ら
事
業
・
業
務
の
概
要

の
説
明
の
後
、
要
望
事
項
を
個
別
具
体
的
に
説

明
し
、
回
答
し
て
い
く
方
式
で
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
木
曽
町
か
ら
は
、
木
材
産
業
は
元
よ
り
地

元
産
木
材
を
加
工
し
た
工
芸
品
の
持
続
的
な
振

興
に
不
可
欠
な
地
域
材
の
安
定
供
給
や
、
度
重

な
る
集
中
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
歴
史
を
忘

れ
ず
、
災
害
に
強
い
山
作
り
、
と
り
わ
け
治
山

事
業
の
積
極
的
な
推
進
と
、
生
活
に
密
着
す
る

十
一
路
線
の
併
用
林
道
の
防
災
等
改
良
工
事
に

つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
当
支
署
は
、
町
か
ら
の
要
望

は
地
域
別
住
民
懇
談
会
を
通
じ
た
住
民
の
皆
様

の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

業
務
運
営
に
努
め
る
と
の
考
え
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
貸
付
地
の
有
償
化
及
び
新
設
林
道
の
工

事
に
係
る
協
力
要
請
を
行
う
な
ど
実
り
あ
る
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、
現
地
見
学
も
含
め
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
よ
り
充
実
し

た
行
政
懇
談
会
に
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
九
月
二
十
九
日
、
当
署
管
内
の
地

元
市
町
村
で
構
成
す
る
「
岐
阜
地
区
・
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
有
志
協
議
会
」
を
下
呂
市
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
中
部
森
林
管
理
局
の
竹
林
次
長
か

ら
、
最
近
の
森
林
・
林
業
の
動
向
、
経
済
界
、

金
融
機
関
、
全
国
市
町
村
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
日

本
の
森
林
・
林
業
の
再
興
に
向
け
た
問
題
提
起

が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
提
供
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
局
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜

森
林
管
理
署
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
取
組
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
野
村
下
呂
市
長
の

議
長
に
よ
り
、
活
発
な
要
望
・
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
「
来
年
度
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ

講義をする増田今雄氏

研修の様子

懇談会で挨拶する廣田支署長

地
域
と
の
連
携

地
域
と
の
連
携

地
域
と
の
連
携

行
政
懇
談
会
を
開
催

地
元
市
町
村
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
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る
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
に
向
け
て
、

各
市
町
村
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
準

備
を
進
め
て
お
り
、
国
有
林
と
し
て
も
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
話
が
あ
り
、「
金
華

山
の
枯
損
木
処
理
の
推
進
、
官
行
造
林
の
契
約

延
長
」
等
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
は
高
い
が
、

現
実
と
し
て
は
材
価
が
安
く
、
特
に
民
有
林
で

は
儲
か
ら
な
い
た
め
に
材
を
出
せ
な
い
、
間

伐
が
進
ま
な
い
」、「
来
年
度
、
加
子
母
地
区
で

着
工
予
定
と
な
っ
て
い
る
製
材
工
場
（
セ
イ
ホ

ク
）
の
木
材
安
定
供
給
の
必
要
性
」
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
各
市
町
村
長
さ
ん
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
る
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
十
月
二
日
、
富
山
県
地
域
振
興
団

体
協
議
会
主
催
の
担
当
課
長
会
議
及
び
現
地
研

究
会
が
、
常
願
寺
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
地
で
開
催
さ
れ
、
市
町
村
の
林
務
担
当
者

十
六
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
こ
の
事
業
は
、
富
山
県
が
砂
防
事
業
と

連
携
し
な
が
ら
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
平
成
八

年
度
ま
で
山
腹
崩
壊
等
の
復
旧
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
事
業
規
模
が
大
き
い
こ
と
等
か
ら
、

県
や
関
係
各
方
面
か
ら
の
強
い
要
望
を
踏
ま

え
、
平
成
九
年
度
か
ら
国
の
直
轄
治
山
事
業
と

し
て
着
手
し
て
い
る
地
区
で
、
立
山
カ
ル
デ
ラ

に
隣
接
す
る
流
域
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
資
材
運
搬
用
の
ト
ン
ネ
ル
（
九
八
五

㍍
）
が
完
成
し
、
橋
梁
（
四
五
㍍
）
工
事
や
渓

間
工
及
び
山
腹
工
を
施
工
し
て
お
り
、
常
願
寺

川
治
山
事
業
所
主
任
の
案
内
に
よ
り
、
本
年
度

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
当
署
の
各
事
業
の
取
組
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
大
規
模
砂
防
事
業
地

の
上
部
で
国
有
林
が
治
山
事
業
を
施
工
し
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
よ
う
で
、
国
有
林
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

 

［
技
術
セ
ン
タ
ー
］
十
月
二
日
、
下
呂
市
馬
瀬

惣
島
及
び
名
丸
、
下
呂
市
萩
原
町
羽
根
の
民
有

林
に
お
い
て
、「
ひ
だ
林
業
・
建
設
業
森
づ
く

り
協
議
会
下
呂
部
会
」
の
主
催
に
よ
る
作
業
道

作
設
現
地
検
討
会
が
行
わ
れ
、
同
協
議
会
か
ら

依
頼
を
受
け
た
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
が
講

師
を
つ
と
め
、
技
術
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
岐
阜
県
、
下
呂

市
職
員
を
始
め
下
呂
部
会
員
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
作
設
中
の
作
業
道
に
お
い

て
、
線
形
設
計
の
あ
り
方
や
水
処
理
の
分
散
、

洗
い
越
し
の
作
設
方
法
や
現
地
資
材
を
活
用
し

た
構
造
物
の
配
置
、
土
質
に
応
じ
た
施
工
方
法

等
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
簡
易
で
耐
久
性
の
高
い
作
業
路
網
に
つ
い

て
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
技
術
指
導
を
行
い
、

民
・
国
連
携
し
た
現
地
検
討
会
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
美
女
平
か
ら
ブ
ナ
坂
一
帯
は
、
昭

和
六
十
一
年
三
月
に
「
美
女
平
風
致
探
勝
林
」

に
指
定
さ
れ
、
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ
多
く
の
観

光
客
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

有志協議会の様子

間伐材の運び出し作業（官行造林地）

スゴ谷トンネル出口
（奥は橋梁新設工事箇所）

現地資材（転石）を活用した洗い越し

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

地
域
発
案
で
美
女
平
風
致
探
勝
林
内

の
遊
歩
道
整
備
（
チ
ッ
プ
撒
き
）

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
地
視
察

国
有
林
の
取
り
組
み
を
紹
介

民
有
林
現
地
検
討
会（
作
業
路
網
）の

�

技
術
指
導


